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よれば 1、2010 年まで首位であった日本メーカーのシェアは、2011 年に韓国に抜かれ
て低下の一途をたどり、現在では中国メーカーの伸長に脅かされている。スマートフ


























1 Thomson Reuters Global Television Market – graphic of the day 
（http://blog.thomsonreuters.com/index.php/tag/market-share/） 2015 年 1 月 9 日参
照 
2シャオミが 3 位に浮上 - 2014 年第 3 四半期、世界のスマートフォン出荷台数（IDC 調
査）（http://wirelesswire.jp/Watching_World/201410311436.html） 2015 年 1 月 9 日
参照 
3 世界の部品供給基地としての地位は不動（http://diamond.jp/articles/-/51089）2015 年
1 月 9 日参照 
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映像を映し出すために各画素に設ける TFT（Thin Film Transistor）のような半導体に
4 日経テクノロジーonline、ナビアンが iPhone 3G などスマートフォン 5 機種を分解，
部品点数は平均 779 個
（http://techon.nikkeibp.co.jp/article/NEWS/20081215/162860/） 2014 年 12 月 27 日
参照 
5 Apple Supplier List 2014 （https://www.apple.com/jp/supplier-
responsibility/pdf/Apple_Supplier_List_2014.pdf） 2015 年 1 月 9 日アクセス 
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3.1  ＬＣＤ部材産業について 
現代の画像表示デバイスの代表格が液晶ディスプレイ（LCD）である。１９７０年
台初頭、シャープ株式会社によって開発され、当初電卓の表示装置として用いられた
LCD は 6、進化を経て１９８８年にパソコン用モニターとして発売され 7、前後して
1987 年に３インチテレビが発売された。1999 年に 20 インチ液晶テレビが発売された
















（http://www.sharp.co.jp/products/lcd/tech/dentaku/story.html） 2014 年 12 月 16 日
参照 
7 シャープ株式会社、商品ヒストリー
（http://www.sharp.co.jp/corporate/info/history/only_one/1981.html） 2014 年 12 月
16 日参照 
8 シャープ株式会社、AQUOS LIBRARY 液晶の歴史 
（http://www.sharp.co.jp/aquos/library/history/） 2014 年 12 月 16 日参照 
9 日経テクノロジーonline、セル工程/モジュール工程とは 
（http://techon.nikkeibp.co.jp/article/WORD/20101129/187696/?rt=nocnt） 2014 年




                                                   
 
（出所）日経テクノロジーonline、
http://techon.nikkeibp.co.jp/article/WORD/20101129/187696/?rt=nocnt（2014 年 12 月
16 日参照）に基づき、筆者作成 
図 1 LCD のセル製造工程 
 
 









表 1 LCD 部材のアーキテクチャ分類  
 インテグラル  モジュラー  
クローズ  カラーフィルター   






























LCD パネルメーカーから下流の EMS 企業が担う動きも出てきており 11、モジュール
10 半導体産業新聞、世界最強のニッポンの素材力に暗雲～半導体／液晶／リチウムイオ
ン電池などにアジア勢の攻勢～（http://www.sangyo-times.jp/article.aspx?ID=410） 




12 月 20 日参照 
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化が進行しつつある。  













 偏光板は、図２のように数枚のフィルムの重ね合わせで構成されている。  
 
 







れた TAC フィルムと、LCD の欠点でもある、側面からも見えやすくするための視野












きる偏光板の条件は、LCD の種類によって大まかに規定されている。一般的な TFT を




































































































































































（http://eetimes.jp/ee/articles/1201/23/news041.html） 2014 年 12 月 4 日参照 
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電工に明け渡し、日東電工はロール・ツー・パネル工程を担うこととなった。  
 































 ――打開策は。  
 
14 田村一雄(2012) 高機能化とコモディティ化への流れ、戦略をどう立てるか？
（http://eetimes.jp/ee/articles/1201/23/news041.html） 2014 年 12 月 4 日参照 
15 淀川メデック株式会社木村常務インタビューより。 
16 日本経済新聞 Web 刊、2011 年 10 月 9 日
（http://www.nikkei.com/article/DGXDZO35464860Y1A001C1TJC000/） 
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ディスプレイ（2012 年 4 月にサムスン電子から分社化）は、同じサムスングループに
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表 2 各パネルメーカーとグループ偏光板企業（2014 年 12 月現在。筆者調べ）  





































































































表 3 タブレット PC の分解難易度（iFixit） 
 
（https://www.ifixit.com/Tablet_Repairability（2015 年 1 月 8 日参照）より、筆者ま
とめ）  
 
 修理難易度が容易なものから難しいものまで分散している Amazon を除けば、修理
が容易な上位に位置するブランドは、Dell や Motorola、Samsung などといった、メー
カーであるが、下位は Microsoft と Apple といった、OS を手掛けるメーカーがそろっ
ている。（Google も OS を手掛けているが、ハードウエアの開発イニシアチブは、委




Amazon Kindle Fire 8
Amazon Kindle Fire HD 2013 8
Dell Steak 8
Motorola Xoom 8
Samsung Galaxy Tab 2 7.0 8
Amazon Kindle Fire HD 7
Amazon Kindle Fire HDX 8.9" 7
Barnes & Noble Nook Simple Touch 7
Google Nexus 7 7
Apple iPad 1 6
Barnes & Noble Nook Tablet 6
Google Nexus 10 6
Amazon Kindle Fire HD 8.9" 5
Microsoft Surface RT 4
Amazon Kindle Fire HDX 7" 3
Apple iPad 2 2
Apple iPad 3 2
Apple iPad 4 2
Apple iPad Air 2
Apple iPad mini 2
Apple iPad mini Retina Display 2
Microsoft Surface Pro 1
Microsoft Surface Pro2 1
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ものとなっているのである。ハードウエアの専業メーカーと OS を手掛ける Microsoft
や Apple との違いはまさに、ドメイン・フォーカスの違いである。確かに、ハードウ
エアの専業メーカーの製品の方が、修理がしやすいほどに設計が優れているという可
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